
子どもの気付きを生かし意欲を高める指導の工夫 

―第６学年「思いを形に 生活に役立つ物」の実践を通して― 

宇和島支部 

１ 研究の視点 

⑴ 子どもの気付きを生かし、実生活との関連を図った問題解決的な学習の工夫 

  ⑵ 子どもの成長や授業の改善に生きる評価の工夫 

２ 実践事例 

 ⑴ 題材名「思いを形に 生活に役立つ物」 

 ⑵ 目標 

  ○ 大きさや形、使う目的を考えた、生活に役立つ物に関心をもち、これまでに習得した技能を

生かして製作し、家族の生活に生かそうとする。 

    ○ 使う目的に応じて、製作するものや製作計画について考え、自分なりに工夫する。 

  ○ 安全に用具を取扱い、手縫い、ミシン縫いを活用して製作する。 

  ○ 製作に必要な材料、用具や製作手順、時間の見通しが分かる。 

⑶ 題材設定の理由 

 ○ 本学級の児童（男子５名、女子 11名、計 16名）は、素直に何事もまじめに取り組む児童が

多い。事前のアンケート調査では、家庭科の学習に対して、14名（88％）が好きと答えている。

また、手縫いやミシン縫いの作品作りが好きと答えたのは 10名(63%)で、好きな理由は、「がん

ばってできるとうれしい。」「オリジナル作品ができる。」などと答える児童がいる一方、「細か

いから。」「うまくいかないから。」という理由で、嫌いと答えた児童がいた。また、手縫いとミ

シン縫いの技能に関するアンケート調査では、上糸と下糸の準備ができない児童が６名おり、

裁縫の技能に自信がもてない児童がいることも分かった。 

  ○ 本題材は、布を用いた生活に役立つ物の製作に関心をもち、目的に応じて工夫して作ること、

製作の楽しさや活用する喜びを味わうことを目標としている。生活に役立つ物の製作は、５年

で学習した手縫いやミシン縫いを復習しながら技能を定着することができる題材である。また、

児童自身が学校生活や家庭生活の中で使う機会の多い布を使った袋を作ることで、作る楽しさ

や活用する喜びを味わわせることができると考える。 

  ○ 導入では、「家庭科で作ったナップザックを修学旅行で使いたい。」という児童の強い希望を

受けて、製作キットを使ったナップザックを製作する。既習の技能の確かめと製作への見通し

をもつことができたり、日常生活の中で布製品が多く使われていることに気付いたり、自分が

実際に使える布製品を作ることへの意欲が高まったりすると考える。 

   その後、一人一人が生活の中で活用できる袋の製作に取り掛かる。袋を使う場面や入れる物

を具体的に考えながら計画を進め、色、形、飾り、ひもの長さなど、好みについても十分工夫

を加え、完成した時の達成感につなげたい。また、計画書の検討会と完成作品の報告会を設定

し、友達との意見交流を通して、生活で活用できるよりよい作品を作ろうとする意識の高まり

につなげたい。 

   本題材全体を通して、ワークシートやチェックシートなどを工夫し、活用することで、自分

の計画や製作過程を振り返り、修正しながら活動を進めることができるようにしたい。 

⑷ 指導と評価の計画（全 13時間） 

学習 
過程 

学習活動 時間 
評価規準・評価方法 

関心 ・意 欲・ 態 度  創意工夫 技能 知識・理解 

見
つ
め
る 

つ
か
む 

 修学旅行で使用するナップザ
ックを製作して、これまでに習得
した技能を確かめる。 
自分や家族が使っている布製

品を探し、特徴やよさを調べ、話
し合う。 

４ 

身の回りの生活
に役立つ布を用い
た物の製作に関心
をもっている。(発言・
シート) 

 目的に応じて、
ミシン縫いや手縫
いができる。(観察・シ
ート) 

目的に応じた縫
い方があることが
分かる。(発言・シート) 

見
通
し
を
も
つ 

 自分が作る物を考える。 
 自分の思いを形にできるよう
製作計画を立てる。 
 製作計画について検討会を開
き、更に工夫を加える。 
  

２ 
(本時) 

 大きさや形、製
作計画について考
えたり、工夫した
りしている。(発言・シ
ート) 

  

や
っ
て
み
る 

 製作計画に基づき、見通しをも
って製作する。 

６ 

製作する楽しさ
を味わいながら取
り組んでいる。(観察・
シート) 

目的に応じた縫
い方について考え
たり、自分なりに
工夫したりしてい
る。 (観察・シート) 

ミシン縫いや手
縫いにより、目的
に応じた縫い方が
できる。(観察) 

布の裁ち方、し
るしの付け方、目
的に応じた縫い方
が分かる。(観察・テスト) 

生
か
す 

振
り
返
る 

 製作した布製品を使ってみた
感想をまとめる。 
自分の作品や製作について振

り返る。 
 報告会をして、感想交流をす
る。 

１ 

自分の作った作
品を活用する喜び
を味わい、生活に
生かそうとしてい
る。(発言・シート) 

製作した物を活
用し、改善点や活
用の工夫について
考えている。(発言・シ
ート) 

  
 
 



⑸ 本時の指導（5・6／13時間） 

 ア 目 標  使う目的に合わせて、自分が作りたい袋の形や大きさ、手順などを考えて製作計

画を立てることができる。 

 イ 準備物  （教師）ワークシート 新聞紙 50㎝さし セロテープ 

        （児童）袋に入れるもの 裁縫セット はさみ のり 

 ウ 展 開   

や
っ
て
み
る 

 製作計画に基づき、見通しをも
って製作する。 

６ 

製作する楽しさ
を味わいながら取
り組んでいる。(観察・
シート) 

目的に応じた縫
い方について考え
たり、自分なりに
工夫したりしてい
る。 (観察・シート) 

ミシン縫いや手
縫いにより、目的
に応じた縫い方が
できる。(観察) 

布の裁ち方、し
るしの付け方、目
的に応じた縫い方
が分かる。(観察・テスト) 

生
か
す 

振
り
返
る 

 製作した布製品を使ってみた
感想をまとめる。 
自分の作品や製作について振

り返る。 
 報告会をして、感想交流をす
る。 

１ 

自分の作った作
品を活用する喜び
を味わい、生活に
生かそうとしてい
る。(発言・シート) 

製作した物を活
用し、改善点や活
用の工夫について
考えている。(発言・シ
ート) 

  
 
 

学習活動 ◇主な発問 ・子どもの意識の流れ ○教師の支援 ◎評価 
１ 前時までの活
動を振り返る。 

       （５分） 
 
２ 本時のめあて
と学習の流れを
確認する。 （５分）  

 
３ 作りたい袋に
ついて考える。 
⑴ 袋の形や大
きさを考える。  

（10分） 
 
 
⑵ 試しに新聞
紙で袋を作っ
て、大きさの
確認をする。 

（25分） 
⑶ 工夫と製作
手順を考え、
「マイバッグ
計画書」を仕
上げる。 （10分） 

 
 
 
 
 
 
４「マイバッグ計
画書」について
交流する。 

（20分） 
⑴ グループ 
⑵ 全体 

５ 本時の学習を
振り返る。 （10分） 

 
 
 
 
 
 

・自分で作ったナップザックを修学旅行
で着替えを入れて使ったよ。 

・口が丈夫に縫えていてよかった。 

・他にも袋を作りたいな。 
・・手さげバッグは作ったことがないから

挑戦してみたいな。 
◇ 「マイバッグ計画書」を作ろう。 
・今度は、○○の時に、△△を入れる袋
を作りたいな。 

・形は(巾着/手さげ/リュック)にしよう。 
・入れたいものの大きさは、・・・だな。 
・何㎝ゆとりがあればいいかな。 
 
◇ 新聞紙で袋を作ってみよう。 
・袋に厚みがあったら入れやすいな。 
・手さげの長さはこれくらいでいいかな。 
 
 
◇ お気に入りの「マイバッグ」にする
ための工夫を考えよう。 

・飾りに苦手なボタンつけをやってみよ
うかな。 

・○○を入れる内ポケットを付けたいな。 
・内ポケットはわきを縫う前に付けない
といけないな。 

・この作業はどこでやればいいんだろう。
先生に聞いてみよう。 

 
 
◇ 「マイバッグ計画書」について、よ
い点やアドバイスや質問を出し合いま
しょう。 

・口にボタンを付けるのがかわいいね。 
・この作業はこの後でないと縫うのが難
しいよ。 

◇ 学習を振り返って、分かったことや
気付いたことを発表しよう。 

・今日のキーワードは、「袋の大きさ、ゆ
とり、工夫」だな。 

・新聞紙で袋を作ってみると、どれくら
いゆとりがあったらいいのかが分かり
やすかったな。 

 

○ ナップザック作りの学習を想起さ
せ、各自の袋作りの成果や課題をつ
かませる。 

 
○ 生活の中で「あったらいいな。」と
思う布の袋を発表させる。 

 
 
○ 袋に入れる物、いつ使うかを考え
させる。 

○ 入れたい物を授業までに準備させ
ておき、それを使って袋の大きさを
考えさせる。 

 
 
○ 新聞紙を貼り合わせるときに、の 
りしろと縫いしろを関連させる。 

○ まちをつけたい児童を集めて、ま
ちの作り方について、説明する。 

 
○ 布の色・ボタン・ポケット・テー
プ・アップリケなど、児童のアイデ
アを出し合い、その中から自分の技
能や好みを考えながら取り入れたい
ものを選ばせる。 

○ 袋の基本的な製作手順を提示し、
それと照らし合わせながら、マイバ
ッグ製作の手順を考えさせる。 

○ 手順がどうしても分からないとき
や確認したいときは、教師に尋ねる
ように声を掛ける。 

○ グループで「マイバッグ計画書」
について話し合った後、グループか
ら全体に紹介したい人 1 名を選ぶよ
うにする。 

 
 
○ 今日の学習のキーワードを考えさ
せ、振り返りカードに書くようにす
る。 

◎ 使う目的に合わせて、大きさや形、
製作計画について考えたり、工夫し
たりしている。(創・工/発言・ワー
クシート)  

 

マイバッグ作りの計画を立てよう。 



<資料１ 家庭科アンケート> 

⑹ 活動の実際 

 ア 子どもの気付きを生かし、実生活との関連を図った問題解決的な学習の工夫 

(ｱ) 既習の技能を生かした題材の導入 

     本題材では、まず、製作キットを使ってナップザック

を製作した。製作をする前に、家庭科アンケート（チェ

ックシート）を使って、手縫いやミシン縫いなどの技能

について、自分でできることとできないことを確かめ（黒

で記入）、製作を開始した（資料１）。そして、ナップザ

ック完成後に再度、チェックシートを確認した（赤で記

入）。製作前後に技能の確かめを行うことで、次の製作で

の自分の課題を見付けることができた（資料２）。また、

一斉指導中心でのナップザック作りを通して、布を使っ

た袋作りの基本的な製作過程を理解したことによって、

自分が実際に使える布製品を作る学習活動への意欲の高

まりと見通しをもつことができた。 

   (ｲ) 子どもの気付きを促す学習活動の工夫 

製作計画を立てる学習活動では、自分が作りたい袋を

具体的にイメージできるように、新聞紙を使って実際の

大きさ、形で作る活動を取り入れた（写真１）。でき上

がった新聞紙の袋に入れたい物を入れてみることで、ゆ

とりの大切さを再確認した児童やポケットや飾りボタ

ンなどの位置を決めやすくなった児童がいるなど、見通

しをもつことに大いに有効であった（写真２）。 

そして、それらを「マイバッグ計画書」にまとめ、グ

ループ、全体で交流をし、自分と友達の製作計画を比較

することで、計画の修正をしたり、自分の計画に自信を

もったりすることができた（資料３）。 

   (ｳ) 言語活動の充実 

本校では、算数科を中心に、児童同士の交流による学 

   び合いを深める研究をしている。そこで、家庭科におい 

ても学習の振り返りの場面で、一人一人の感想をワーク 

シートにまとめ、それらを交流する活動を取り入れた（資 

料４）。各自が様々な袋を製作していく過程で、気付いた  

ことや困ったことなどを共有することによって、自分の 

製作に生かすことができたり、新たな気付きにつながっ         

たりした。また、キーワードを使って学習のまとめをす  

ることで、気付きを整理することができた。  

   

 

 

 

６ 次時の確認を
する。   （５分） 

◇ 次回は、いよいよマイバッグの製作
に取り掛かろう。 

・楽しみだな。 
・この新聞紙の袋を見せて、家の人と相
談して、布を用意しよう。 

○ 新聞紙で作った袋を見せると、家
の人や布を買いに行ったときにどん
な袋を作りたいのかが伝えやすいこ
とに気付かせる。 

<写真１ 試しに新聞紙で袋を作っている様子と完成した袋> 

<写真２  

ゆとりを確かめている様子> 

<資料２ ナップザック作りを終えて> 



<資料５ 教師用評価表> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 実生活と関連させた題材の終末 

  本題材の終末に「マイバッグ報告会」を設 

定した。製作過程での工夫点や苦労したこと、 

そして、使ってみての感想などを交流するこ 

とで、今後の生活で、製作した袋の活用への 

期待が高まったり、新たな製作意欲へつなが 

ったりした（写真３）。 

イ 子どもの成長や授業の改善に生きる評価の工夫 

    (ｱ) ワークシートの工夫と活用 

チェックシートにより各自が技能を自己評価 

することで、製作活動への課題を自覚すること 

ができた。また、振り返りカードにより製作計画、製作活動においての各自の気付きを自

己確認できた。また、製作の観察、支援においても、教師が把握しきれない児童のつまず

きや新たな工夫点などを確認でき、次時の教師の支援計画の見通しを立てるのに役立った。 

(ｲ) 教師の評価表の作成と活用 

       各学習過程での評価の観点ごと 

 に記入ができるように児童の振り 

返りカードと活動の状況を評価表 

に記入することで、各自のつまず 

きや指導、支援のポイントを絞る 

ことができた。しかし、製作の支 

援を行いながらの評価表の記入が 

難しい場合も多くあった（資料５）。 

３ 成果と課題 

 題材構成や学習展開等問題解決的な学習の工夫により、ナップザック製作からマイバッグ製作ま

で、児童は大変意欲的に取り組んだ。特に、マイバッグ作りでは、製作を進めながら、工夫を付け

加え、よりよい作品を製作しようという意識の高まりを感じることができた。また、製作過程で、

手縫いやミシン縫いなどの技能が向上していき、満足のできるマイバックを完成させることによっ

て製作の喜びを味わうことができた。しかし、一人一人の思いを製作に反映させるためには、一人

の教師のサポートだけでは十分対応できなかった。したがって、友達同士で意見を出し合いながら

製作を進めることができる班編成の工夫やティームティーチングの検討が今後の課題である。 

また、ワークシートの活用によって、製作活動を自分で見直し、課題や成果に気付くことができ

た。しかし、製作に時間のかかる児童は、振り返りまでいけないことも多く、製作計画を立てる段

階で、各自の技能と製作計画のバランスを確認するなど、苦手な児童へのきめ細かい手立てが必要

であった。評価表は、児童の製作状況を把握し、見取りや支援の計画に効果的であった。 

<資料４ 振り返りカード> <資料３ マイバッグ計画書> 

<写真３ 出来上がった作品と児童の感想> 

工夫したところは、カエル
の目を付けたことです。手縫
いが上手じゃなくて苦労し
たけれど、きれいに仕上がり
ました。２色の布で作るとに
ぎやかになりました。手間ひ
まかけてよかったです。 

袋の中に本を入れる
とぴったりでした。ひ
もの長さもちょうどい
いです。持ち手をでき
るだけじょうぶにしよ
うとぬってみるときれ
いに仕上がりました。 

シューズを入れてぴ
ったりより５～８㎝大
きいので、中学生にな
っても使えます。持ち
手の取り外しができま
す。ボタンの穴のほつ
れを防ぐために手縫い
をがんばりました。 


